
 
 
 
 
 

 
 

【202２年。あけましておめでとうございます。】 

皆様あけましておめでとうございます。少し寒いお正月で

したが皆様いかがお過ごし頂いたでしょうか？昨年からお正

月の業務を上手に整理するようにしており、いつもよりは穏

やかに過ごせたような気がします。世情についていろいろと

お話したいこともありますが、ここは一つ新年ということで

前向きなお話をしたいと思います。我々の運輸業界はその効

率化を最も進めなくてはならない業種です。なぜなら、物品

を問わず、生産されたもの、生産のために使われるものを人々

のもとにお届けすることによって社会活動が成り立っている

ことは間違いなく、その根幹である「輸送」を担っているか

らです。物が移動することにより経済活動が周り、人々を笑

顔にできる。間違いなく社会のベースになっている業種なの

です。物が動かなくてはコトが始まりません。様々な輸送手

段が整理され、さらにはベース基地となるような巨大な倉庫

が全国に整備されています。いかに早く、いかに大量に、い

かに効率よくモノを移動できるかを私達運輸業界は考え続け

てきました。楽天やアマゾンの注文は、もう東京からは来な

いのです。あなたの家の裏に新しく作られた巨大な倉庫から

来るのかもしれない。急送や急配という言葉のあり方もきっ

と変わってくると思います。我々は「人のお役に立つ」とい

う信条をモットーに時代とともに変わる事ができる企業であ

りたいと思います。今年もどうぞよろしくお願い致します。

 
 
 

広島県三原市三原港のちょうど東側に位置する佐木島。しまなみ海道

とは橋でつながっていないため船でなければ渡ることができない島

です。塔の峰千本桜として春になると島全体を覆うようなたくさんの

桜を楽しむことができます。また、島民総出で活性化を盛り上げる「さ

ぎしまトライアスロン」は 1990 年から毎年行われており、全国的に

も有名な大会となっています。実は「わけぎ」の生産量が日本一の島

で農業が盛んです。島なのに農業がさかんな理由は、この島の南西部

の向田港にある「磨崖和霊（まがいわれ）石地蔵」の影響があるので

す。このお地蔵様は、海の中の大岩に彫られているのですが、満潮時

にも首の高さまでしか潮が上がらないようになっています。さらに掘

られた岩には殺生を禁じる文章が刻まれています。そのことから「無

駄な殺生はしない」という考えが地域に根付き、漁をしない島へと変

わっていったようです。たった一つのお地蔵さまから島の在り方が変

わってしまうなんて本当にすごい事ですね。 



 
 
 
 
 

 
 

【寒い冬ですね。】 

皆様こんにちは。とても寒い冬ですね。今年の冬は北日本

だけでなく、北から南まで異常な寒気が停滞し恐ろしいほど

の集中した豪雪などでたくさんの被害が出ました。また、突

発的な雪も多く、北海道のいたるところで急激な視界の消失

が雪によって起こるホワイトアウトが起こり、自動車の大量

事故が発生しました。一度事故が起こると、身動きがとれな

い状況に陥り、避難所まで用意して雪が収まるのを待つしか

ないような状況となってしまいます。このような状況でした

から、ここ一ヶ月くらい本当に荷物の遅配が多くなっている

ように思います。郵便局も土曜日の配達を取りやめたり、配

達日数の延長などを行っています。これはやはりコロナによ

る在宅時間の増加が引き起こす、オンライン売買の急激な進

化による、物流量の異常な増加が関係しているように思いま

す。アマゾンで朝注文したものが、早い場合は夕方に届いて

しまう・・・。それがどれだけのアイディアと運輸を支える

人々によって成り立っているのか考えただけで恐ろしくなり

ます。なぜなら天候や災害によってやすやすとその体制は成

り立たなくなる可能性があるからです。我々メッセンジャー

はどれだけ早くお届けできるかという急送急配を生業として

いるわけですが、ここまで「物の移動が早いのはあたりまえ」

になってしまった世の中に我々はどのように価値観を生んで

行かなくてはいけないかしっかり考えたいと思います。 

 
 
 

広島港の南側には白と赤の灯台があり、その間をたくさんの船が行き

来しています。船は日本の車の交通ルールとは逆で右側航行が基本と

なっているので、そのルールを守りながら入出港を行います。瀬戸内

海には島がたくさんあり、特に航行に注意しなくてはならない海域が

多数あります。有名なのは海の銀座通りと呼ばれ、大変狭い水路とな

っている「音戸の瀬戸」です。この音戸の瀬戸のおかげで南北への航

行に関しては、倉橋島を大回りせずに船が行き来できるわけです。し

かしあまりにも狭いため、引き潮、満ち潮の時間によっては川の流れ

のように早い海流となります。そのような危険な海域でもあるため、

海上保安部も音戸の瀬戸にライブカメラを設置しており、違反をする

船舶には海上無線で注意を呼びかけたり、悪質な航行を繰り返す船舶

に対しては出頭要請などもなされます。海に囲まれた日本ですから船

や海に関する興味を皆様にも持っていただきたいなと思っています。



 
 
 
 
 

 
 

【新型コロナ感染記】 

皆様こんにちは。突然ですが新型コロナに感染してしまい

ました。一通りの感染予防策は続けていたのに PCR 検査で

陽性になり、家族への感染を防止するためホテル療養を選択

しました。お迎えの車からの連絡があり、もう一人の感染者

とともにホテルへ。バンのドアが開くと迎えに出てこられた

完全防御の防護服スタッフを見た瞬間、自分が感染者である

現実が叩きつけられているようで少し怖くなりました。ホテ

ルには 1 週間の滞在。その間本当に誰も合うことなく、食事

や差し入れなども決められた時間にコーナーに取りに行くだ

け。顔を見るのは部屋にかけられた鏡に映る自分の顔だけ。

仕事のこと、家族のこと不安が一杯で、熱もたいして出ない

軽い症状とは裏腹に現実に与える影響がいかほどのものかと

いう不安の方が大きかったです。症状的には 38 度に満たな

い熱と、完全にかすれてしまう咳と喉の痛み。そのくらいで

した。ワクチンを三回打っていたから軽くて済んだのかなと

思います。PCR 陽性から 10 日間で社会復帰できるというこ

とで保健所の指示に従い仕事に復帰したわけですが、その節

は皆様にご心配をおかけいたしました。まさか自分がという

思いがありましたが、無事に戻ってこられていろんな方に感

謝しています。誰もがもう、いつどこで感染するかわからな

い状況です。月並みですが手洗いうがいを積極的に行い、新

型コロナに打ち勝っていきましょう！ 

 
 
 

世界遺産の島、厳島宮島。宮島へ渡るためには、路面電車・JR・自家

用車などで本州側である「宮島口」に向かい、渡船であるフェリーで

島に渡るのが一般的です。約 15 分間隔で JR フェリー、宮島松大汽船

の船がピストン運航で行きかいますので、ほぼ待つことなく島に渡る

ことができます。宮島行きの航路はもう２つあり、アクアネット運航

の平和公園と宮島を結ぶ世界遺産航路と瀬戸内シーライン運航の広

島港・プリンスホテル～宮島航路です。どちらも利用シーンによって

は大変便利な航路ですが、広島～宮島航路は、プリンスホテルの桟橋

を経由して宮島に向かう為、大変人気の航路です。シーズンになると、

宿泊の方々が直接宮島に向かわれます。県外の方だけではなく地元の

方々にも人気でがありラグジュアリーな雰囲気を楽しめるリゾート

スポットとなっています。これからの桜の季節、地元のホテルに泊ま

って宮島の桜散策というプチ贅沢もいいかもしれません。 



 
 
 
 
 

 
 

【コロナ時代に我々ができること】 

中国の武漢市場で妙な肺炎が発生してから約二年半が経過

し、咳を伴う激烈な感染力を持つウイルスは COVID と名付

けられ、想像を絶する速さで世界中にまん延していきました。

実験施設から漏出した生物兵器だという者、電磁波と絡め

た陰謀論だという者、様々な意見や思想が生まれ、無駄な衝

突や軋轢を生んだりもしました。世界中の研究者がこのウイ

ルスの正体を見破ろうと研究を重ね、ワクチンや治療薬の開

発を進めてきました。敵もその形や性能を徐々に変異させな

がら感染の「波」が現れては消えを繰り返し、日本では六波

の終息未満？七波の入り口？と言われています。様々な症状

の変化を持つウイルスの生存戦略に人類が挑んでいるわけで

すが、その間一つだけ変わらない事があります。医療関係者

の負担です。新型コロナ以前と以降ではその負荷は全く異な

り、絶対的な医療ソースの不安が付きまとっています。いろ

んな思想や考えがあると思いますが、自分が罹患した際には

必ずお世話になるのです。そして周りの人にも大きな負担が

かかります。現在オミクロンの発生数は高止まりした状態で

すが、そのことによってホテル治療、自宅治療の方が係数的

に増加しています。我々も自宅療養の方のお食事等のお届け

のお手伝いを行っていますが皆様から驚くほどの感謝をいた

だけます。私達の仕事も社会の役に立っているんだという自

負を胸に、引き続き頑張って行きたいと思います。 

 
 
 

呉市南側の瀬戸内海の沖には、西から東に連なる多数の島々がありま

す。本土から安芸灘大橋を渡り、下蒲刈島、上蒲刈島、豊島、大崎下

島、平羅島、中ノ島、岡村島と続きます。これらの島々は「とびしま

海道」と呼ばれ、バリエーション豊富な 7 本の橋を渡ることができま

す。最後の中ノ島と岡村島の間にかかる岡村大橋の真ん中に広島県と

愛媛県の県境があり岡村島は愛媛県となります。自転車、バイク、車。

皆さん思い思いの乗り物で海が見える美しい島々の中をツーリング

やドライブで楽しんでおられます。本土側から二個目の島、上蒲刈島

に蒲刈大橋を渡ってすぐのところに「であいの館」という物産店があ

ります。島々の特産物や観光案内、食堂がありドライブ途中にちょっ

と一休みもできる施設です。庭なども綺麗に整備され、南側に広がる

瀬戸内海の風光明媚な景色が堪能できます。是非とびしま海道に行か

れたら気軽に立ち寄っていただきたいスポットです。 



 
 
 
 
 

 
 

【制限なしの GW でした。】 

コロナウイルスの影響により自粛や制限を余儀なくされた

過去二年のゴールデンウィーク。今年は三年ぶりの制限なし

ゴールデンウィークという事で、全国各地の観光地は賑わい

を取り戻しています。未だ解明されていないコロナウイルス

の特質や感染力などに不安があるため、まだまだマスク姿の

方がほとんどですが一定の経済の流動性を得ることができる

ようになってきたのは少しうれしいですね。ゴールデンウィ

ーク後にリバウンドで感染者が増えるのではないだろうかと

言われていましたが、今のところ大きく増加することもなく

減少に向かっています。一定のルールを守った状況でのマス

ク不要論も議論されるようになりましたが、海外ではマスク

を不要にした国から感染者数のリバウンドを起こしているの

が現実です。まだまだ油断するには早いタイミングの様に見

えます。メリハリをつけたコロナ対策で上手に経済を回しな

がら感染防止をしていくという当たり前のことを国も地方自

治体も改めて推進していくべきでしょう。ウクライナ紛争に

よる、燃料値上げや物価の上昇など様々な気になる要因が山

積していますが、我々は粛々と皆様のお役に立てるよう、今

日も明日も走り続けることで社会に貢献していきたいと思い

ます。みんなでこの苦難の時代を乗り越えましょう！ 

 
 

 

厳島神社を象徴する朱の大鳥居。平清盛が平安時代に海上神殿とし

て大修繕した際に創建したとされ、現在の大鳥居は明治８年に再建さ

れた八代目と言われています。厳島神社本殿より１０８間（196.4m）

離れた海中に設置され、潮位が１００㎝以下の干潮時には干潟となり

根元まで歩いていくことができます。高さ１６．６ｍ、最大幅 24.2

ｍの巨大な大鳥居は海上に約６０ｔの自重のみで建っています。再建

から１４０年が経過し損傷や老朽化が進んでいるため、令和元年６月

から大規模な保存修理が行われており、足場やネットで覆われた姿と

なっています。工事終了時期は長く未定となっていましたが、令和４

年に３月に「令和４年中に工事足場を撤去できる見込み」と発表され

ました。具体的な日にちは発表されていませんが、美しく改修された

大鳥居が見られる日も遠くはないようです。とても楽しみですね！ 



 
 
 
 
 

 
 

【観測史上最短の梅雨】 

2022 年の広島での梅雨入り宣言は 6 月 14 日に行われま

した。それから 2 週間、本日 6 月 28 日に梅雨明け宣言が中

国地方になされ、約二週間という観測史上最短の梅雨期間と

なりました。過去に 6 月に梅雨明けした年はなく、前代未聞

の状況に気象庁も大いに迷った末の梅雨明け宣言でした。そ

もそも梅雨入り宣言は防災的な意味合いが非常に強く、大雨、

長雨による河川の氾濫や土砂崩れなどの大きな災害が起こり

やすいことを注意喚起するものです。対して梅雨明け宣言は

長い雨が降りやすい期間が終わり、夏の訪れとともに、気温

が上昇することによる熱中症や猛暑日に対する注意喚起の意

味合いが含まれています。我々配送を生業としている者にと

ってはお天気がいいことは大変好ましいことです。雨が降っ

ているとお荷物の水濡れに注意しなくてはならなくなります

し、配送時の自動車事故や渋滞などに気を使う必要があり、

スタッフも普段の数倍の集中力を持って業務についているこ

とがわかります。梅雨が短いのは大歓迎なのですが、生活用

水に要するダムの貯水率や、農家さんなどの植物の生育も大

変気になります。日本の各地で 40 度を超える日もすでに発

生しているようで今年の夏はどうなるのかと少し不安になり

ますが体調管理には気をつけて乗り切ってまいりましょう。

 
 

 

港の桟橋や岸壁にはビットやボラードと呼ばれる係船柱が埋め込

まれています。入港してきた船舶を港に係留するために設置されたも

のです。ロープで係船することを「綱を取る」というのですが、転じ

て、船からのロープを受け取ってビットに掛ける役割の方を「つなと

り」と言います。ビットとボラードという呼び名は昔から議論があり、

二本並んだ物をボラード、単体の物をビット、いや船舶側がビットで

岸壁や桟橋はボラードだなどという呼称問題です。これは JIS が船舶

側をボラード、岸壁側をビットと定義した為、外国船籍船員との間で

混乱が起きたのが理由です。とはいえ、この瀬戸内海における多くの

船員は「ビット」と呼んでいることに間違いありません。ビットには

湾曲したものや先が膨らんだもの、十字型や、ロープ外れ防止の回転

枠があるものなど様々な種類があり、入港する船の規格や使用頻度に

応じて適切なものが設置されています。 



 
 
 
 
 

 
 

【梅雨が終わりも長雨、猛暑】 

またまた暑い夏がやってきましたね。広島では 6 月 2８日

に梅雨明けが宣言されましたが、何が何が、激烈な雨や長い

雨が続き、九州や北陸東北では土砂崩れ、浸水などの被害が

出ています。気象庁。梅雨明けはずしたんじゃない？と思っ

てしまいますが、実は東北の方はまだ梅雨明けしておらず本

日７月２６日梅雨明けということを知り驚いた次第です。そ

れでも２日早い梅雨明けだそうで、いかに広島の梅雨明け宣

言が早すぎたのかを物語っていますね。先週などは北からの

風がたくさん入り、気温も急降下。涼しい夏だなと思わされ

ているかと思ったら、また今度は南の湿った温かい空気が列

島に吹き込んでいよいよ夏本番といった感じです。毎年書い

ているような気がしますが、年々四季がわからなくなってき

ている気がしますね。温かい寒いが繰り返して体調を崩され

る方も多い中でこんどはコロナの第七波とか。。。いつになっ

たら収束するのでしょうか？自宅療養の皆様への物資の配達

依頼がここのところうなぎ登りで上昇しています。一人暮ら

しの方など本当に不安で過ごされているかと思います。医療

従事者の方に感謝しつつ、我々も療養される皆様に少しでも

早く物資食料品をお届けできるよう頑張ってまいります。苦

しい夏ですが頑張って乗り越えていきましょう。 

 
 

 

国土交通省中国整備局・広島港湾空港整備事務所に所属する船舶に

「りゅうせい」があります。この船は 1996 年製で全長 18.9ｍ、総ト

ン数３０t。監督測量船という種類の運用がなされていましたが、現

在は港湾業務船と呼ばれています。広島湾を中心に活動を行ってお

り、堤防や岸壁、桟橋などの工事がある際に工事の監督や測量を行っ

ています。年に何回かは、旅行業者とタイアップし、小学生や中学生

の社会見学事業として出島の埋立地や島々の桟橋や灯台などをめぐ

るコースを運航したりしています。写真は７月２６日に社会事業とし

て子どもたちを乗せるために広島宇品港に停泊するりゅうせいです。

普段はプリンスホテルのある元宇品側の市営桟橋に係留してあり、陸

地からもその姿を見ることができます。小さな船ですがとても大切な

役割を果たしている船舶です。 



 
 
 
 
 

 
 

【制限のない夏 ～夏の終り２０２２～】 

暑い暑い夏も終わりが近づいてきました。今年は特に暑か

ったと思います。電力需要の危機が取りざたされましたし、

コロナの影響もありつつも行動制限がないひさしぶりの夏休

みで、配慮を行いながらもレジャーや観光は少しにぎわいを

見せ一定の経済が回ったように感じます。しかしたくさんの

移動があったお盆が終わるとやはりというか予想通りという

かまたもコロナの感染者数が激増し、8 月末になっても収束

する気配は少しもありません。私の周りでも感染した方が増

え、それぞれに症状や病状の重さに違いがあります。全く気

づかないほど無症状の人もいれば、待機期間が過ぎて一か月

がたった今も後遺症に悩まされている人もいます。自分がこ

うだったからとか誰かがこういっているからという一概な価

値基準ではなく、それぞれ違うという配慮の元に行動しなく

てはならないと思います。それが優しさであり、歩み寄りで

あり、この世の中をスムーズに回す潤滑油なのかなと改めて

感じます。メッセンジャーのお仕事は配達配送という仕事を

通じて世の中の潤滑油となるべく日夜お荷物のお届けをさせ

ていただいています。いつどのような時でも「お客様のお役

に立ちたい」という「やさしさ」を大切なものとして役務を

こなしてまいりたいと思います。 

 

 

 

広島県呉市川尻の安芸灘大橋から始まる「とびしま海道」。人気の

ドライブコース、ツーリングコースとして季節問わずたくさんの観光

客が訪れる名所です。七つの橋を渡り継ぎ、最東端は岡村島。そこは

もう愛媛県となります。点々と島々を跳びながら走る道。まさに「と

びしま海道」の名にふさわしいコースです。岡村島からはフェリーに

乗り愛媛県大三島に渡ることができ、尾道と今治を結ぶ「しまなみ海

道」へと接続も可能。そんなとびしま海道の呉市側から二つ目の島「上

蒲刈島」に蒲刈大橋を渡ってすぐの場所に「であいの館」という道の

駅があります。休憩所、展望台、物産、お土産、レストランがそろう

ので行きも帰りも立ち寄られる方が多くいます。展望台からは瀬戸内

海が一望でき、遠くは四国最高峰、愛媛県石鎚山も望むことができま

す。のんびり、ひとやすみといった言葉がぴったりな「であいの館」。

是非一度立ち寄っていただきたい場所です。 



 
 
 
 
 

 
 

【観測史上 高に暑い夏】 

暑い夏が終わりかけたと思ったら、大きい台風が 2 つも広

島に接近しました。台風一過の言葉があるように、台風が一

つ過ぎ去るたびに涼しくなって行くものですが、今年は台風

12 号が過ぎ去ったあとも、日本近海の海水温が高いままだ

ったので全く気温が下がらず、逆にしめった空気が入り込ん

だので蒸し暑い日が続きました。逆に二個目の台風 14 号の

過ぎ去ったあとは、前日より 10 度も気温が下がりました。

二度の海水の撹拌により海面の温度が急激に下がり、寒気と

なって日本に流れ込んだためだと言われていますが、秋を飛

ばして冬になったのではないかと思ってしまうほどの温度変

化でした。ニュースを見ていると、この夏は観測史上で も

暑い夏だったようで、一度下がった気温もまたぶり返して暑

さが戻っており、四季というものがわからなくなってきてい

る近年らしい夏でした。我々の配達配送業務も、台風などの

接近で輸送は乱れてしまいますし、計画運休などが決まると

代替手段を思案したり再配達などが増え気苦労が絶えませ

ん。しかしどんな天候気候であってもお客様に安心確実にお

荷物を届けるのが役務ですから負けずに頑張ってまいりたい

と思います。もうすぐ食欲の秋。美味しいものをたくさん食

べて皆様も頑張ってまいりましょう！ 

 

 

 

愛媛県の今治市にあたる「大三島」。広島県尾道側から橋を渡って

4 つ目の島に当たる瀬戸内海で 4 番目に大きな島です。大山祇神社と

いう大きな神社があります。古来より武運長久を願う数多の武将達が

武具甲冑を奉納してきた歴史ある神社ですが、近代においても初代総

理大臣伊藤博文、帝国海軍司令官山本五十六、現在でも海上自衛隊、

海上保安庁の幹部の参拝が続いています。そんな大三島のもう一つの

顔にアートの島という側面があります。紹介するのは「大三島 とこ

ろミュージアム」という現代美術館です。大三島の西側、山の斜面に

なんと階段状に作られた「降りていくタイプ」の美術館で、実業家の

所敦夫氏の寄付により 2004 年に開館しました。イタリアのジャコ

モ・マンズーを始めとする現代美術家の彫刻作品が 30 品ほど並びま

す。何より最下段に設置されたテラスからの瀬戸内海の眺望は、この

建物自体が大きな芸術作品と思わされる見事な物となっています。 



 
 
 
 
 

 
 

【プロの運び屋】 

先日、テレビ番組で凄いものを見ました。あるお寺の古い

仏像の中に、当時の為政者である源頼朝の遺骨の一部、「歯」

が封入されているという言い伝えがあり、最新の MRI を使っ

て立体的に透視をするというものでした。約 50 年前に一般

的な X 線検査を行ったときには、「何か」がある事がわかる

程度だったそうです。今回 MRI を使用して中を透視すると、

棒状のものが包みを支える形で頭部から埋め込まれてあり、

包みはちょうど仏像の口の部分に固定されていることがわか

りました。随分鮮明に写っていましたが、包みの中身までは

透視できなかったようです。中空の仏像の中で包みを棒で支

えてあること自体がものすごい発見でそのようなものは今ま

で見たことがないと研究家の方は大変興奮していらっしゃい

ましたが、本当の謎が解けるまではまだ時間がかかりそうで

す。今回の実験の中で、仏像を移動させていた方々は青いス

トライプが有名な運送会社の方々でした。国宝や重文、美術

品専門の部署の方だそうで、数メートルの移動自体も慎重に

慎重を重ねて検査機器の前に運んで持ってくるような厳重な

ものでした。彼らがテレビに写った時間は合計しても 5 秒に

満たない時間でしたが、それでも、同じ「運ぶ者」としての

シンパシーと誇りを感じた一瞬でした。 

 

 

 

呉湾沖を群れをなして飛ぶ「カワウ」です。体長 50～80ｃｍ。瀬

戸内海では一般的な鳥でどこでもよく見られます。このカワウは

1970 年代に農薬問題で田畑や川に住む昆虫や小魚といったエサの減

少などが見られた際、個体数は 3000 羽まで減り、絶滅の危機に瀕し

てしまいました。その後の環境保護、河川や海浜の浄化活動により今

では個体数も復活し全国どこでも見られるようになりました。しかし

カワウは増えすぎると漁業被害や糞害があるため広島県により第二

種特定鳥獣として個体数の把握や管理が行われています。ちなみにカ

ワウに非常に似た鳥に「ウミウ」がいるのですが鵜飼が使うのはウミ

ウです。日本ではカワウよりウミウの方が体長 80～90ｃｍと大きい

ため使われるのですが、逆に中国では大きさが逆転し、カワウの方が

大きいため、中国の鵜飼たちはカワウを使います。地域によって個体

の大きさが如実に変わる面白い鳥です。さて「ウ」は何個でしょう？



 
 
 
 
 

 
 

【縁結び】 

旧暦の 10 月に当たる現在の 11 月は神無月と呼ばれます

が、出雲大社のある島根県出雲地方では神在月（かみありづ

き）と呼ばれます。日本全国に存在する八百万（やおよろず）

の神様が年に一度出雲にお集まりになり、世の中のあらゆる

事象に関する会議を開催するのです。もちろんその中には縁

結びに関する神様の話し合いもあり、11 月の出雲大社は神

様がお集まりになることから良縁を願う人々で賑わいます。

挙式される方も多く、あらゆる人に良縁と幸せが訪れるよう

に祝詞が粛々と挙げられます。考えてみれば我々配達のお仕

事は、まさに人と人、場所と場所をつなげる縁を結ぶ仕事で

す。個人的なことで恐縮ですが、身内に祝い事があり、出雲

大社を訪れることとなりました。遠い昔に訪れたことはある

ものの、年を取り、久しぶりに改めて出雲大社を訪れること

で、神聖な神様の雰囲気を強く感じる気がしました。縁をつ

なぐ仕事を通して、感謝をいただき、笑顔をいただき、人生

の一助となれる。そんな仕事を改めて誇りに思いました。忙

しさに追われて毎日が過ぎていきますが、こうやってふと立

ち止まって少し物事を見直すこともとても大事だなと感じる

出雲訪問となりました。改めてこれからも一生懸命この仕事

に取り組んで行こうと思います。 

 

 

 

「軍港として最適である。」そんなお墨付きを得た瀬戸内海の漁村

は後に東洋一の軍港と呼ばれることになります。横須賀に続く鎮守府

としての役割を担うことになった呉はその波穏やかな海と地形によ

り 1900 年代より技術や研究、兵員教育の要衝として大発展を遂げま

す。ともに四大軍港と呼ばれた横須賀、佐世保、舞鶴の三港の製造量

を合算しても呉には遠く及ばない程の技術や製造拠点としての集中。

「安芸」「長門」「陸奥」「赤城」そして史上最大の戦艦「大和」。錚々

たる軍艦たちを生み出し、日本初、世界初の技術や規格を駆使し、東

洋一の軍港となったのです。終戦にて日本軍工廠は民間の手へと渡さ

れましたが、培われた鉄鋼技術は戦後の日本経済を大きく支えまし

た。しかし、2023 年を持って日新製鋼の関係施設、鉄鋼高炉は全て

閉鎖。世代をまたいだ一時代に幕が下ります。周辺経済への影響も心

配されますが、観光拠点としての底力を見せて頂きたいと思います。



 
 
 
 
 

 
 

【2022 年末を迎えましたね】 

皆様こんにちは。いよいよ 2022 年も終わりに近

づき、まさに師走ですね。クリスマスのライトアッ

プやにぎやかさは少し落ち着きましたが、今度は年

越しのための準備で少しせわしなくなります。今年

もいろいろなことがありました。まだまだ続いてい

るコロナ禍は少し落ち着きを見せたかと思うと、こ

の年末にまた感染拡大。医療負荷が生じていますか

らまだまだうまく付き合っていく必要があります

ね。ロシアのウクライナ侵攻は続き、安部元首相の

襲撃など痛ましい出来事による影響はまだ続いてい

ます。また知床での旅客船事故や幼児のバス放置死

亡事故などは同じ運輸や交通に携わるものとして痛

ましい出来事でした。明るい話題は、藤井聡太氏の

最年少５冠や、大谷選手の大活躍、サッカーワール

ドカップの日本の大奮闘など若者が活躍する話題は

みんなを元気づけてくれました。いろいろな制約の

ある生活の中でも皆が明るく生きるパワーをもらえ

た彼らに感謝です。来年はウサギ年。ピョンピョン

と跳ねるように景気が回復し、我々メッセンジャー

も一歩進んだ躍進の年になればいいなと思います。

今年一年のご愛顧、まことに感謝いたします。来年

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

2019 年より始まった宮島の大鳥居の修理工事。3 年以上の月日

を経て、2022 年 11 月 28 日に修理は完了しました。本当はもっ

と期間がかかる予定でしたが、来年のサミットに向けて訪日外国人の

増加も見込まれるため、様々な思惑での完了の前倒しとなったのでし

ょう。風雪や蝕害にも耐えていたのですが、根本的な解決の為に長期

間に及ぶ修繕工事となりました。3 年間の間、鳥居はネットやフェン

スの中に隠れており、姿を見ることが出来ない状態でしたが、現在で

は完全に足場も取れ、修繕された美しい姿を見せています。海水に近

いところはどうしても貝などの海生生物がびっしりとついており、藻

やコケ等も生えて汚れがすごかったですが、全て除去され本当に美し

くなっています。来年の一月には記念の花火大会も行われるようで

す。ぜひ一度綺麗になった宮島大鳥居をご覧頂きたいと思います。 


